
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年８月９日 発行：こまがた元気会 

《連 絡 先》喜多方市塩川町中屋沢字田中乙３（里の駅こまがた元気館）   

電話 080-2805-1050（事務局：大平） 

メール koma.genki7.7@gmail.com 

《編 集 協 力》NPO法人かけはし （代表理事 石島 来太）喜多方市寺田4905-21 
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こまがた元気会では、こまがた元気ビジョンに掲げる活動方針の一つである「歴史・文化・産業
遺産を後世につなぐ里づくり」の一環として、編集会議を設けて絵本「会津の八百比丘尼さま」
の作成に取り組んできましたが、このたび完成致しました。これは、金川寺に伝わる八百比丘尼
様の由来書、縁起、絵巻などを基に、小さいお子様にも読みやすいように再構成したものです。
駒形地区内の各家庭のほか、小・中学校、図書館、公民館など市内外の主な公共施設等へ配布さ
れます。 
 
《 絵本の作成にご協力頂いた方々 》 
挿絵 吉田利昭さん（月刊タウン情報誌「会津嶺」編集者） 
編集 遠藤由美子さん（奥会津書房代表）      

小澤弘道さん（元喜多方市文化課長） 
   小熊千代一さん（元福島県立高等学校教員）  

芳賀英一さん（元福島県文化振興財団歴史資料課長）  
大西和榮さん（元気会世話人） 

健康づくりへキックオフ！講演会が開催されました。 
 

完成した本のオモテ表紙とウラ表紙 

 

第18号で紹介したように、「健康づくりサポートチーム」の立上げを記念
し、7月 30日（土）駒形地区公民館で講演会が開催されました。 
 講師に鈴木秀子先生（会津大学短期大学部長・教授）をお迎えし、「人生
100年時代を健康に過ごすための食生活」と題して、高齢者の栄養問題（低
栄養と過栄養）、日本型食生活が変化してきていること、そして健康に過ご
すために大事なこと（＊楽しく食べる＊自分で考え、できれば自分で作る
＊いろいろなものを食べる－一汁三菜～五菜など）等々を分かりやすくお
話していただきました。駒形地区の今後の健康づくり活動に大きな励みと
なりました。 

 

講演会の様子 
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こまがた元気会が呼びかけ、昨年 12 月に関係団体により実施された通学路を中心とした安全点検結果を踏まえ、
市への春の要望事項として、駒形地区行政区長会からは「旧県道69号線・市道交差点（竹屋・田中集落）の改良に
ついて」が提出されていましたが、このたび市の担当課から回答がありましたのでお知らせします。早期の改善措
置対応が望まれます。 
 
＜要望事項要旨＞ 
 市道東常世・深沢線（旧県道69号線）と市道田原・熊倉線の交差点については、路側帯・歩道幅が狭く、歩道が
ない箇所や舗装が劣化している箇所が見られ、児童生徒の登下校の際ばかりでなく、一般車のすれ違いの際にも譲
り合って交互通行に配慮せねばならず、大型車両通行にも不便を強いられております。これらのことから、交差点
の拡幅・路側帯の確保を行い、四方向の見通しを確保するよう改良を行うことを要望いたします。 
 
＜回答＞ 
 要望の箇所につきましては、平成28年度より市道田原・熊倉線道路整備事業に着手してきたところであります。
本年度は、県道北山会津若松線交差点付近の工事に着手し進捗を図ってまいります。 
 交差点内の舗装劣化については、舗装打ち換え工事並びに段差解消による補修工事を実施してきたところですが、
さらに現地確認し補修等の対応を実施してまいります。 
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こまがた元気会では、現在一緒に活動をしてくれる「地域おこし協力隊」を募集しています！ 
 
《「地域おこし協力隊」とは？》 
地域おこし協力隊は、都市部から過疎地などに住所と生活拠点を移し、伝統産業の継承、地場産
品の開発協力、地域振興の推進、地域協力活動などを行いながら、地域への定着・定住を図る制
度です。 隊員の報酬や活動費について、最長 3 年間、国からの支援があります。 
 

つまり、喜多方市外に住んでいる方に喜多方市に来て頂き、地域活性化のための取り組みに尽力してもらお
うというのがこの制度の骨子です。 
こまがた元気会では、当会で行う多くの活動のサポートだけでなく特産品を活かした新商品の開発など、来
て頂いた方のアイディアや個性を存分に発揮した活動をして頂く予定です！ 
「地域での活動に興味がある」「田舎暮らしをしてみたい」「都会に出たが U ターンしたい」、こうしたニー
ズをお持ちの市外の方がお知り合いにいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。 
また、協力隊募集に合わせまして当会の取り組みを取材して頂きました。 
どうぞご笑覧下さい。 
掲載媒体：これからの地域とのつながり方 TURNS  
リンク：https://turns.jp/65133 

記事へのリンク 

 


